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に
あ
る
死
者
の
世
界
は
月
の
光
が
持
ち
込
ま
れ
大

騒
ぎ
。
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
天
国
の
門
番
の
聖
ペ

テ
ロ
は
、
騒
ぐ
死
者
た
ち
を
鎮
め
、
月
を
空
に
掛

け
た
の
で
あ
っ
た
▼
暗
闇
の
中
で
光
は
安
心
を
も

た
ら
す
が
、
人
通
り
が
増
え
た
渋
谷
の
街
角
で

は
、
煌こ

う
こ
う々

と
輝
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
つ
め
な

が
ら
歩
く
人
に
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
機
会
が
増
え
た
。

画
面
を
見
つ
め
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
耳
を
塞
い
で
、
そ

こ
ま
で
外
界
と
自
身
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
▼
今
年
７
月
の
夜
、「
歩
き
ス
マ
ホ
」で
踏

切
を
渡
っ
て
い
た
女
性
が
、
遮
断
機
が
下
り
た
踏

切
内
に
留と

ど

ま
り
、
列
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故
が
発

生
し
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
ス
マ
ホ
に
気
を
と
ら
れ

て
、
踏
切
の
外
に
い
る
と
思
い
込
ん
だ
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
▼
秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
。
ま
ぶ
し

く
光
る
四
角
い
画
面
は
し
ば
ら
く
ポ
ケ
ッ
ト
に
収

め
て
、
澄
み
切
っ
た
空
に
浮
か
ぶ
月
や
星
を
眺
め

る
秋
の
夜
長
で
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

　

月
を
め
ぐ
る
神
話
や
物
語
な
ど
の
伝
承
は
、
世

界
各
地
に
あ
る
。『
古
事
記
』
の
月
読
命
（『
日
本

書
紀
』
で
は
月
神
な
ど
）、『
竹
取
物
語
』
な
ど
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
グ
リ
ム
童
話
に
は
、
月
や

星
が
昇
ら
な
い
国
の
話
『
月
』
が
収
録
さ
れ
て
い

る
▼
月
が
昇
ら
な
い
国
の
４
人
の
若
者
が
別
の
国

で
、
夜
に
木
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
明
る
く
丸
い

ラ
ン
プ（
月
）を
見
つ
け
、
持
ち
出
し
た
。
４
人
が

持
ち
帰
っ
た
ラ
ン
プ
で
町
の
夜
は
明
る
く
な
り
、

人
々
は
大
喜
び
。
４
人
は
ラ
ン
プ
の
明
る
さ
を
保

つ
た
め
の
油
代
で
利
を
得
た
の
だ
▼
時
を
経
て
、

老
い
た
４
人
が
自
分
た
ち
の
死
と
と
も
に
月
を
遺

産
と
し
て
４
分
の
１
ず
つ
分
け
て
墓
に
入
れ
て
し

ま
い
、
町
に
は
再
び
暗
闇
が
戻
る
。
一
方
、
地
下

古
き
代
の
戀
ひ
人
ど
も
の
な
げ
き
歌

訓ヨ

み
釋ト

き
な
が
ら　

老
い
に
到
れ
り

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

釈　

迢
空

「
日
々
の
机
」

「『
先ま

ず
神
事
』の
精
神
」忘
れ
ず

　

神
道
精
神
に
基
づ
く
人
材
育
成
を
掲
げ

る
国
学
院
大
学
は
、
天
照
大
御
神
を
は
じ

め
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
神

殿
に
奉
斎
し
て
い
る
。
年
間
に
行
わ
れ
る

祭
儀
は
20
回
を
超
え
る
。

　

天
皇
誕
生
日
に
執
り
行
う
天
長
祭
や
、

建
国
記
念
祭
な
ど
全
国
の
神
社
と
同
様
に

執
り
行
う
祭
儀
を
は
じ
め
、
入
学
奉
告

祭
、
卒
業
奉
告
祭
な
ど
学
校
法
人
な
ら
で

は
の
も
の
も
あ
る
。

　

中
で
も
重
要
と
さ
れ
る
の
が
年
に
２
回

行
わ
れ
る
大
祭
と
慰
霊
祭
。
毎
年
５
月
１

日
の
神
殿
鎮
座
記
念
祭
、
11
月
４
日
の
創

立
記
念
日
に
行
う
創
立
記
念
祭
と
関
係
物

故
者
慰
霊
祭
が
そ
れ
に
あ
た
る
（
今
年
は

11
月
１
日
に
執
行
）。

　

神
殿
の
祭
儀
に
は
、
神
職
資
格
を
持
つ

教
職
員
の
中
で
、
理
事
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
神
殿
奉
斎
員
と
祭
儀
員
が
中
心
と
な
っ

て
奉
仕
す
る
。
教
員
で
唯
一
の
神
殿
奉
斎

員
と
し
て
祭
祀
を
執
り
行
う
の
が
、
神
道

文
化
学
部
の
茂
木
貞
純
教
授
。
大
学
で
祭

祀
を
続
け
る
意
義
に
つ
い
て
「
本
学
の
母

体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
が
明
治
15
（
１
８

８
２
）
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
大
学
独

自
の
祭
祀
を
執
り
行
っ
て
き
た
。
神
事
に

対
す
る
意
識
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る

が
、
姿
勢
や
作
法
の
心
は
変
わ
ら
な
い
」

と
話
す
。

　

祭
儀
に
は
学
生
た
ち
で
つ
く
る
サ
ー
ク

ル
「
瑞み

づ
た
ま
か
い

玉
会
」
の
会
員
が
祭
典
の
準
備
を

は
じ
め
、
祭
員
や
舞
人
と
し
て
奉
仕
す

る
。
学
生
た
ち
は
日
ご
ろ
か
ら
課
外
活
動

と
し
て
祭
事
の
作
法
を
学
ぶ
。
学
生
が
祭

祀
に
参
加
す
る
点
も
教
育
機
関
の
大
き
な

特
徴
と
言
え
る
。

　

全
国
の
神
社
で
の
祭
儀
に
つ
い
て
茂
木

教
授
は
「
全
国
に
は
約
８
万
の
神
社
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
祭
祀
が
あ
る
。

神
々
を
お
祭
り
す
る
祭
祀
は
、
村
や
町
の

原
点
」
と
話
す
。
中
面
で
は
、
茂
木
教
授

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
祭
儀
員
や
学
生

の
声
を
詳
報
す
る
。

　

政
府
は
10
月
26
日
、
今
年
度
の
文
化

勲
章
受
章
者
9
人
を
発
表
し
、
歌
人
の

岡
野
弘
彦
名
誉
教
授
（
文
化
功
労
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
）
が
選
ば
れ
た
。
伝

統
を
重
ん
じ
る
一
方
で
、
長
歌
と
短
歌

を
組
み
合
わ
せ
た
「
組
歌
」
の
創
作
に

も
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
後
進
の
指
導
に

も
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

本
学
卒
業
生
で
の
文
化
勲
章
受
章
は

初
め
て
。
本
学
教
員
（
退
職
後
を
含

む
）
で
は
、
柳
田
国
男
（
昭
和
26
年
、

民
俗
学
）、
金
田
一
京
助
（
29
年
、
ア

イ
ヌ
文
学
）、
諸
橋
轍
次
（
40
年
、
漢

文
学
）、
坂
本
太
郎
（
57
年
、
日
本
史

学
）、
丸
谷
才
一
（
平
成
23
年
、
小

説
）
に
次
い
で
６
人
目
と
な
る
。

　

岡
野
名
誉
教
授
は
、
大
正
13
（
１
９

２
３
）
年
生
ま
れ
。
本
学
在
学
中
に
折

口
信
夫
元
教
授
が
指
導
す
る
短
歌
結
社

に
加
わ
り
、
創
作
を
始
め
た
。
昭
和
32

年
に
本
学
文
学
部
専
任
講
師
、
36
年
助

教
授
、
44
年
教
授
。
学
生
部
長
、
文
学

部
長
、
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
所

長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

本
学
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
傍

ら
、
歌
作
に
励
み
、
48
年
に
歌
集
『
滄

浪
歌
』
で
迢
空
賞
。
54
年
か
ら
宮
中
歌

会
始
の
選
者
と
な
り
、
58
年
か
ら
は
宮

内
庁
御
用
掛
（
御
歌
）
と
し
て
、
昭
和

天
皇
を
は
じ
め
皇
族
方
の
和
歌
指
導
を

四
半
世
紀
に
わ
た
り
務
め
た
。
63
年
に

紫
綬
褒
章
、
平
成
10
年
に
勲
三
等
瑞
宝

章
、
25
年
に
文
化
功
労
者
。

　

文
化
勲
章
の
親
授
式
は
11
月
３
日
に

皇
居
で
行
わ
れ
た
。

親授式を終え記念撮影に納まる岡野名誉教授（左から３人目）
［産経新聞社提供］

２
・
６
・
７
面
に
関
連
記
事

駅
伝
、野
球
、柔
道
、卓
球　

学
生
の
活
躍
続
々  

K
：
D
N
A
面
へ
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在学生保護者に
オンライン個別面談
　国学院大学在学生の保護者（若木育成会会
員）を対象に、学生の成績や就職などに関す
る相談に応じる個別面談が10月17、23～24
日の３日間、ビデオ会議システム「Z

ズ ー ム

oom」
を用いて実施された＝写真。面談は事前予約
制で、全国から150人を超える保護者から申
し込みがあり、教務課やキャリアサポート課
の職員らが相談に応じた。
　同会を担当する校友課ではこのほか、保護者
に向けた大学の各種支援体制など
のガイダンス動画を大学ホームペ
ージで公開している＝ＱＲコード。

留学へ向け
Go Global Weekを開催
　令和４年度に海外留学を希望する在学生
へ向けた説明会や個別相談を行うGo Global 
Weekが10月13日から19日にかけて渋谷キャ
ンパスで開催された。
　14日には、対面とオンライン配信の併用
で認定留学説明会を実施し、学生約20人が
参加した＝写真。説明会では、国際交流課の
担当者が新型コロナの影響を受ける各国の留
学生受け入れ状況や留学先の探し方、本学の
留学支援奨学金制度などを説明。学生は熱心
にメモを取りながら耳を傾けていた。
　国際交流課は「各国の感染状況を見ながら
留学希望者に相談や説明など支援を行ってい
きたい」としている。

法学会 弁護士を招き講演会
　今年度の第１回法学会講演会が10月25日
に渋谷キャンパスで開催され、学生ら約40
人が参加した。当日は柿沼彰弁護士（柿沼彰
法律事務所）が「裁判実務における法律の解
釈適用の争い方―大学での学びがどのように
役立つのか―」と題し講演を行った＝写真。
　柿沼弁護士は「ドラマなどのイメージと違
い、刑事、行政事件を扱うことは少ないが、
法律相談や契約書の確認など法律事務を行え
る弁護士が必要とされる場面が多くある」
と、弁護士に必要な能力や裁判の流れなどを
説明した。その上で「大学では法律の解釈適
用をしっかり学んでほしい。司法修習生、弁
護士に進んでも必ず生きる」と語り、自身が
司法修習生時代に携わった裁判を例に挙げ
「法律には解釈の違いや議論がある。何が問
題の本質なのかを捉え、議論自体から学んで
ほしい」とアドバイスを送った。

学部 （単位：円）

区　分 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計
文 学 部

令 和 ４ 年 度
240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000

経 済 学 部
法 学 部
神道文化学部
人間開発学部

240,000 800,000 250,000 10,000 1,300,000
観光まちづくり学部
文 学 部

令和２～３年度 ――
760,000 210,000 10,000 980,000

経 済 学 部
法 学 部
神道文化学部
人間開発学部 800,000 250,000 10,000 1,060,000
文 学 部

令和元年度以前 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000
経 済 学 部
法 学 部
神道文化学部
人間開発学部
備考  再入学者の入学金については半額とする

別科 （単位：円）

入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 実習料
（入学年度のみ） 合　計

令 和 ４ 年 度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000
令和３年度以前 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000

専攻科 （単位：円）

出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計
本 学 卒

令 和 ４ 年 度
120,000 760,000 105,000 10,000 995,000

他 大 学 卒 240,000 760,000 210,000 10,000 1,220,000
本 学 卒

令 和 ３ 年 度
―― 760,000 105,000 10,000 875,000

他 大 学 卒 ―― 760,000 210,000 10,000 980,000
備考  本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする

大学院 （単位：円）

区分 出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合　計

前
期
課
程

本 学 出 身
令 和 ４ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和３年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000

他大学出身
令 和 ４ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和３年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000

後
期
課
程

本学（前期）出身 全 入 学 年 度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000

学部本卒前期他修
令 和 ４ 年 度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000
令和３年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000

他大学院（前期）出身
令 和 ４ 年 度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000
令和３年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000

備考  １．授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする
　　　　２．本学出身者の入学金及び施設設備費については次の通りとする
　　　　　　イ．前期課程＝半額
　　　　　　ロ．後期課程＝本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額

令和４年度 学費一覧
令和４年度学費は次の通りです。

　

全
日
本
柔
道
連
盟
は
10
月
11
日
、
３

年
後
の
パ
リ
五
輪
に
向
け
た
日
本
代
表

の
新
た
な
コ
ー
チ
陣
を
発
表
し
、
男
子

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
チ
に
国
学
院
大
学
柔
道

部
の
川
上
智
弘
コ
ー
チ
（
事
務
局
付
職

員
）
が
就
任
し
た
。
新
た
に
就
任
し
た

鈴
木
桂
治
監
督
の
下
、
東
京
五
輪
で
史

上
最
多
の
５
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
柔
道
男
子
の
さ
ら
な
る
強
化
に
臨
む

こ
と
に
な
る
。

　

川
上
コ
ー
チ
は
本
学
在
学
中
、
男
子

81
㎏
級
で
活
躍
。
全
日
本
学
生
柔
道
体

重
別
選
手
権
（
平
成
20
年
）、
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
（
21
年
）
な
ど
の
国
内
大
会

で
の
優
勝
の
実
績
が
あ
る
ほ
か
、
23
年

の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
で
優
勝
す
る

な
ど
国
際
大
会
で
も
活
躍
を
し
て
き

た
。
24
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
代
表
選
考

で
は
、
最
終
選
考
ま
で
代
表
の
座
を
争

っ
た
。
28
年
に
選
手
を
引
退
し
た
の
ち

は
、
本
学
柔
道
部
コ
ー
チ
と
し
て
、
学

生
の
指
導
を
続
け
て
い
る
。

　

コ
ー
チ
就
任
を
受
け
、「
重
大
な
任

務
、
責
任
あ
る
立
場
に
選
ん
で
も
ら
っ

た
。
国
学
院
柔
道
の
『
し
っ
か
り
持
っ

て
し
っ
か
り
投
げ
る
』
を
重
視
し
て
、

日
本
柔
道
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
。

コ
ー
チ
と
し
て
得

た
も
の
を
大
学
に

持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
勉
強

し
て
い
く
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

全日本ジュニアコーチ就任
柔道部 川上智弘コーチ
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持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
探
る

第
２
回「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」フ
ォ
ー
ラ
ム

デザイナーとデザイン思考をテーマに開催
経済学部 オンラインシンポジウム

　

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
思
考　

経
営
学

の
到
達
点
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
経
済
学
部
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
6
日
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ

ム
「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

尾
田
基
経
済
学
部
准
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
森
永
泰
史
・
京
都
産
業
大
学
経

営
学
部
教
授
と
吉
岡
（
小
林
）
徹
・
一
橋
大
学

経
営
管
理
研
究
科
講
師
に
よ
る
講
演
と
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

　

森
永
教
授
は「
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
、何

か
を
変
え
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
親
和
性
が
高
く
、も
と

も
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。ビ
ジ
ョ
ン
や
コ

ン
セ
プ
ト
へ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
点
や
可
視
化

能
力
、試
行
錯
誤
型
の
問
題
解
決
能
力
な
ど
は
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
製
品
、サ
ー
ビ
ス
を
生
み

出
す
と
き
に
必
要
な
こ
と
だ
」と
述
べ
た
。

　

吉
岡
（
小
林
）
講
師
は
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
は

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
共
感
や
課
題
の
定
義
、
解
決
策

の
着
想
や
試
作
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
分
か
れ

る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
組
織
目
線
か

ら
の
脱
却
や
同
調
圧
力
の
回
避
と
い
っ
た
利
点

が
得
ら
れ
る
。
合
理
的
に
組
織
の
呪
縛
か
ら
逃

れ
た
着
想
や
根
回
し
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
戦

略
の
立
案
を
進
め
る
手
法
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
い

え
る
」
と
解
説
し
た
。

　

チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
通
じ
た
受
講
者
と
の
質
疑

応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、「
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か
ア
ド
バ
イ
ス

を
」
と
の
問
い
に
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
エ
ッ
セ

ン
ス
で
あ
る
早
い
段
階
で
の
試
作
な
ど
を
取
り

入
れ
て
み
て
ほ
し
い
」（
森
永
氏
）、「
人
は
ど

う
し
て
も
自
分
目
線
に
な
り
が
ち
。
共
感
を
得

る
た
め
に
も
客
観
的
な
検
証
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」（
吉
岡
〈
小
林
〉
氏
）
と
応
じ
た
。

コーディネーターを務めた尾田准教授

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
開
設
を

来
春
に
控
え
た
国
学
院
大
学
は
11

月
８
日
、
観
光
・
交
流
を
活
用
し

た
し
な
や
か
で
豊
か
な
地
域
社
会

の
未
来
を
考
え
る
「
第
２
回
『
観

光
ま
ち
づ
く
り
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
に
向
け

て
―
」
を
開
催
し
た
。

　

第
１
部
で
は
主
催
者
、
来
賓
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
初
代
学
部
長
に

就
任
予
定
の
西
村
幸
夫
教
授
が

「
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
を
動
か

す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
学

部
の
概
要
を
説
明
。
第
２
部
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
私
た
ち
の
考
え
る
観

光
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
各
地
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
新
学
部
教
員
が

ペ
ア
に
な
っ
て
事
例
報
告
し
た
。

　

大
分
・
由
布
院
で
由
布
市
ま
ち

づ
く
り
観
光
局
代
表
理
事
を
務
め

る
桑
野
和
泉
氏
と
米
田
誠
司
教
授

は
、
明
治
神
宮
の
森
を
設
計
し
た

本
多
静
六
博
士
が
ル
ー
ツ
の
由
布

院
開
発
は
「
滞
在
型
保
養
温
泉

地
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
１
０
０
年

計
画
で
進
ん
で
い
る
と
紹
介
し
、

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
出
会
い
を
提
供

し
、
住
民
も
来
訪
者
も
幸
せ
に
な

れ
る
場
を
目
指
す
」
と
強
調
。

　

東
京
・
谷
中
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

す
る
椎
原
晶
子
教
授
は「
再
開
発

に
よ
る
古
い
建
物
の
減
少
や
来
街

者
の
過
剰
な
入
り
込
み
に
よ
る
摩

擦
」と
い
っ
た
問
題
点
を
指
摘
。木

造
ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
て
地
域
連
携
型
の「
ま
ち
や
ど
」

を
展
開
す
る
建
築
家
の
宮
崎
晃
吉

氏
は「
住
民
の
日
常
を
感
じ
さ
せ

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
理
解
さ
れ
、同

様
の
取
り
組
み
が
全
国
22
カ
所
に

ま
で
広
が
っ
た
」と
し
た
。

　

観
光
資
源
を
疲
弊
さ
せ
な
い
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
三
重
・
鳥
羽
で

実
践
す
る
鳥
羽
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
会
長
の
江
崎
貴き

久く

氏
は
、「
漁
業
と
の
関
わ
り
が
深

い
鳥
羽
で
は
、
水
産
資
源
を
過
度

に
消
費
せ
ず
地
域
と
同
じ
痛
み
を

感
じ
る
観
光
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
、
下
村
彰
男
教
授
ら
と

の
関
わ
り
の
中
か
ら
「
漁
観
連

携
」
と
い
っ
た
新
た
な
枠
組
み
を

編
み
出
し
つ
つ
進
め
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

事
例
報
告
後
の
討
論
で
は
「
夢

を
語
り
な
が
ら
長
い
時
間
軸
で

観
光
を
考
え
る
べ
き
だ
」（
桑
野

氏
）、「
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
町
の
記

憶
を
守
り
、
地
域
と
暮
ら
す
実
例

を
積
み
重
ね
た
い
」（
宮
崎
氏
）、

「
コ
ロ
ナ
後
に
は
『
住
む
』
と

『
観
光
』
の

間
を
埋
め
て
い
く

こ
と
も
大
事
」（
江
崎
氏
）
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

西村 幸夫教授

桑野 和泉氏 宮崎 晃吉氏

江崎 貴久氏

学
校
法
人
国
学
院
大
学
・
佐
栁
正
三
理
事
長

「
創
立
１
３
９
年

を
迎
え
た
国
学
院

大
学
は
文
学
な

ど
、
人
文
社
会
系

の
学
問
を
中
心
に

展
開
し
て
き
た

が
、（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
開
設
を
機

に
）
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
『
告
諭
』
に

あ
る
『
本
ヲ
立
ツ
ル
』
に
立
ち
返
っ
て
日

本
の
根
底
に
あ
る
物
を
見
直
し
、
地
域
に

軸
足
を
置
い
て
豊
か
な
社
会
を
実
現
さ
せ

た
い
。
新
学
部
で
学
ぶ
学
生
は
世
界
に
誇

れ
る
国
づ
く
り
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
は
ず

だ
」

 

国
学
院
大
学
・
針
本
正
行
学
長

「（
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
）
未
曽
有
の

災
禍
が
世
界
を
襲

い
、
地
域
社
会
の

あ
り
方
、
生
き
る

人
々
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
時
こ

そ
、
地
域
を
見
つ
め
、
動
か
す
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
今
回

の
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

の
提
言
が
こ
れ
か
ら
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
道
標
と
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
」

 

日
本
観
光
振
興
協
会
・
久
保
田
穣
理
事
長

「
コ
ロ
ナ
禍
の
苦

境
に
直
面
し
、
地

域
経
済
へ
の
打
撃

も
広
が
っ
て
い

る
。『
観
光
は
不

要
不
急
』
と
い
わ

れ
る
が
、
感
染
が
収
ま
れ
ば
旅
行
へ
の
欲

求
も
高
ま
る
。
学
習
や
癒
や
し
に
不
可
欠

な
観
光
は
文
化
活
動
で
も
あ
り
、
経
済
効

果
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
資
源
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
観
光
ま
ち
づ
く

り
学
部
に
期
待
し
て
い
る
」

主
催
者
・
来
賓
あ
い
さ
つ
要
旨
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学
び
の
成
果 

地
域
に
還
元

人
間
開
発
学
部

﹇
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹈子
ど
も
た
ち
に
工
作
を
教
え
る
学
生
た
ち

﹇
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹈学
生

が
見
守
る
中
、平
均
台
に
挑
戦

﹇
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹈ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
歌
と
演
奏
で
子
ど
も

た
ち
を
楽
し
ま
せ
た

　

人
間
開
発
学
部
が
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
開
催
す
る
「
共
育
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
31
日
、
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
策
を
講
じ
て

行
わ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
学

生
ら
が
企
画
立
案
や
準
備
を
行
い
、

地
域
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
い
な
が
ら
学
び
の
成
果
を
実
践
す

る
も
の
。
地
域
住
民
を
招
い
た
開
催

は
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
中
止
と
な
り
、
2
年
ぶ
り
と
な
っ

た
。

　

共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
12
回
目

の
開
催
で
約
５
０
０
人
が
来
場
。

「
学
び
愛
、
笑
い
愛
、
支
え
愛
」
を

テ
ー
マ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
も
子

ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
て
る
よ
う
に

と
、
当
日
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
あ
る

こ
と
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

や
コ
ン
サ
ー
ト
企
画
、
科
学
実
験
教

室
、
工
作
教
室
な
ど
17
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
企
画
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
感
染
症
対
策
の
一
環
と

し
て
、
事
前
に
申
し
込
み
を
済
ま
せ

た
親
子
の
み
の
参
加
と
し
た
ほ
か
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
限
定
配
信
し
た
。

　

学
生
企
画
委
員
の
代
表
を
務
め
た

久
保
田
結
菜
さ
ん
（
初
教
３
）
は
、

「
前
夜
ま
で
心
配
な
部
分
を
学
生
同

士
で
話
し
合
い
準
備
を
進
め
た
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
み
て
、
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
た
。

健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
も

　

人
間
開
発
学
部
地
域
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
24

日
、「
地
域
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
。
親
子
連
れ
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
し
た
。
２
年
ぶ
り
６
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
健
康
体
育
学
科
の
学
生
、
教
員

ら
が
運
動
施
設
を
生
か
し
た
体
力
測

定
や
食
育
講
座
、
未
就
学
児
童
向
け

の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
幅

広
い
年
代
が
楽
し
め
る
よ
う
10
ブ
ー

ス
を
用
意
し
た
。

　

体
力
測
定
や
ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
関

す
る
体
験
ブ
ー
ス
で
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
教
員
と
学
生
が
、
測
定
結
果

を
基
に
来
場
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
た
ほ
か
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
学
生
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と

平
均
台
や
跳
び
箱
に
挑
戦
し
て
い

た
。

変貌する「渋谷」を解析 オンライン渋谷学シンポ
　

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
の
令

和
３
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
渋
谷
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
東
京
渋
谷
を
科
学
す
る
〜
歴
史
・

民
俗
・
宗
教
か
ら
見
た
渋
谷
学
の
今
後
、

そ
し
て
可
能
性
〜
」
が
、
録
画
配
信
（
10

月
28
日
〜
11
月
６
日
）
と
総
合
討
議
の
ラ

イ
ブ
配
信
（
11
月
６
日
）
の
２
部
構
成
で

開
催
さ
れ
、
大
規
模
再
開
発
で
変
貌
す
る

渋
谷
を
解
析
し
た
。

　

録
画
配
信
で
は
、
渋
谷
学
を
立
ち
上
げ

た
上
山
和
雄
・
名
誉
教
授
が
基
調
講
演

し
、
歴
史
学
の
手
塚
雄
太
・
文
学
部
准
教

授
、
民
俗
学
の
髙
久
舞
・
帝
京
大
学
文
学

部
専
任
講
師
、
宗
教
学
の
秋
野
淳
一
・
神

道
文
化
学
部
兼
任
講
師
の
３
氏
が
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
報
告
。
林
和
生
・
文
学

部
教
授
が
司
会
を
務
め
た
総
合
討
議
で

は
、
伊
藤
毅
・
青
山
学
院
大
学
客
員
教
授

と
橋
元
秀
一
・
経
済
学
部
教
授
が
提
起
し

た
問
題
点
に
つ
い
て
、「
学
際
的
な
研
究

で
各
自
の
研
究
の
幅
も
広
が
っ
た
」
と
す

る
３
人
の
研
究
者
が
答
え
る
形
で
討
論
が

展
開
さ
れ
た
。

　

渋
谷
の
発
展
を
幕
末
・
維
新
期
ま
で

遡さ
か
の
ぼ

っ
て
研
究
す
る
手
塚
氏
は
、「
戦
前
は

『
住
み
よ
い
街
』
を
目
指
し
、
戦
後
に
な

っ
て
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
）
人
々
が
集
う

広
場
的
空
間
が
形
成
さ
れ
た
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
「
渋
谷
学
に
関
わ
る
人
を
増
や
す

た
め
に
も
、
駅
周
辺
に
限
定
せ
ず
周
辺
の

住
宅
地
ま
で
研
究
対
象
を
広
げ
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。

　

「
人
が
生
活
す
る
限
り
、
渋
谷
に
も
民

俗
が
存
在
す
る
。
重
層
的
、
複
合
的
な
都

市
で
は
従
来
の
民
俗
調
査
と
は
異
な
る
手

法
が
必
要
」
と
語
る
高
久
氏
は
、「
渋
谷
の

文
化
を
形
成
す
る
住
民
・
行
政
・
企
業
・

外
来
者
・
情
報
の
5
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
」と

述
べ
た
。
ま
た
、
１
９
９
０
年
代
に
登
場

し
た「
消
費
し
な
い
若
者
」に
注
目
し
、「
渋

谷
を
訪
れ
る
だ
け
の
若
者
が
文
化
の
基
盤

を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
連
続
性
・
伝
承

性
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
課
題
」と
し
た
。

　

秋
野
氏
は
「
光
と
影
を
併
せ
持
っ
た
渋

谷
」
を
注
視
。「
渋
谷
に
居
場
所
を
失
っ

た
若
者
は
周
辺
に
拠
点
を
置
い
た
オ
ウ
ム

真
理
教
な
ど
と
結
び
つ
い
た
過
去
が
あ

る
」
と
し
た
う
え
で
、「
再
開
発
で
『
大

人
の
街
』
に
変
貌
す
る
渋
谷
に
若
者
の
居

場
所
を
作
り
、
介
在
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

遠隔授業での関係性を探る教育開発推進機構
　

令
和
３
年
度
の
Ｆ
Ｄ
（
Ｆ
ａ

ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｙ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ

ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
講
演
会
が
10
月

27
日
に
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
教
職
員
ら
約

30
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
大
学
が
組
織

的
に
教
育
内
容
や
方
法
な
ど
の
研

究
・
研
修
を
行
う
Ｆ
Ｄ
活
動
の
一

環
と
し
て
開
催
し
、
今
回
は
「
互

い
の
関
係
性
を
構
築
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
|
遠

隔
授
業
を
意
識
し
た
教
員
と
学
生

と
の
関
係
性
|
」
が
テ
ー
マ
。

　

初
め
に
教
育
開
発
推
進
機
構
の

鈴
木
崇
義
准
教
授
が
「
コ
ロ
ナ
禍

で
学
生
と
直
接
関
わ
る
機
会
が
減

る
中
、
本
日
の
講
演
で
知
見
を
得

て
日
々
の
授
業
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
葛か

つ

文ぶ
ん

綺き

愛
知
学
院
大
学
准
教
授
が
講
演

を
行
っ
た
。

　

葛
准
教
授
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
は
、
不
登
校
気
味
だ
っ
た
学

生
が
授
業
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
半
面
、
表
情
や
目
線

な
ど
非
言
語
の
情
報
が
得
に
く

く
、
学
生
の
理
解
度
な
ど
を
雰
囲

気
や
反
応
で
つ
か
め
な
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
齟そ

齬ご

が
生
じ

る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
学
生
の
成
長
に
は
適
切
に
褒

め
る
こ
と
、
叱
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
学
生
に
と
っ
て
教
員
の
言
葉

は
重
い
意
味
を
も
つ
た
め
、
信
頼

関
係
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
短
時

間
で
も
学
生
と
話
す
時
間
を
持
つ

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
工

夫
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
そ

の
後
は
、
教
員
と
学
生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
類
型

か
ら
適
切
な
指
導
や
対
応
を
探
る

ワ
ー
ク
を
行
い
、
学
生
と
の
関
係

構
築
、
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
た
。
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危機こそ原点を顧み
 本質の把握を

国
学
院
大
学学
大
学
大

学
院
大

学
国
学
国

年
間
の
主
な
祭
典典
祭
な
祭

主
な
主
の
主

間
の

年
間
年年

毎月１日毎月毎 日１日

月
次
祭
次
祭祭

  

毎
月
行
わ
れ
る
お
祭
り
。
国
の
平
安
な
ら
び
に
学
校
学
校校

に
学

ら
びび
に

な
ら

平
安安
な

の
国国
の

り

お
祭祭
り

る

わ
れれ
る

行

毎毎
月月
行

法
人
国
学
院
大
学
の
隆
昌
と
学
生
・
生
徒
・
園
児
・
役役
・
役

児
園
児

・
園

徒
生
徒

・
生

生
学
生

と
学

隆
の
隆

学
大
学

院
大

学
国
学

人
国

法法
職
員
等
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
。

念
す

祈
念

栄
を

弥
栄

等
員
等

教教

４月１日４ １日４月 日

入
学
奉
告
祭祭
告
祭

奉
告

学
奉

入
学
入

  

人
各

入
学
す
る
学

・
生
徒
・
園
児
を
児
を

徒
・

生
・

す
る

に
入

法
人人
各
設
置
校
に
入

告
し
、
勉
学
に
励
む
誓
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
・

学
の
学

か
れ
か

、
と
、

誓誓

奉奉
告
し
、
勉
学
に
励
む
誓

園
生
活
が
健
康
で
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
こ
とと

る

に
なな
る

の

た
もも
の

し

充
実実
し

に

生
園園園
生
活
が
健
康
で
さ
ら
に
充

をををを
お
祈
り
す
る
。

５月１日５月５ 日１日５月

神
殿
鎮
座
記
念
祭

  

年
５
月
１
日
に
御
鎮
御
鎮鎮

に
御

１
日日
に

月

年
５５
月

５
年

国
学
院
大
学
神
殿
が
、
昭
和
５
年

御
祭
神
の
御
神
徳徳
神
徳

御
神

の
御

神
の

祭
神

御
祭

、
御

座
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
・
祝
福
し
、発

展
を
願
う
。
う
。

を
展

を
い
た
だ
き
本
法
人
の
ま
す
ま
す
の
発

６月30日

大
祓
（
夏
越
の
祓
）

自
ら
の
心
身
の
穢けが

と
な
る
諸
々
の
々
の

な
る

れ
、
災
厄
の
原
因
と

６
月
と
月
と

年

罪
や
過
ち
を
祓
い
清
め
る
行
事
で
、
毎
年

12
月月

の
晦
日
に
行
わ
れ
る
恒
例
式
。

11月４日（または１日）

念
祭祭
念
祭
念

創
立
記
念校

法
人
国
学
院
大
学
の
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所所

講
究

典
講

学
大
学

学
国
学

法
校
法

学
校
法
人
国
学
院
大
学
の
母
体
で
あ
る
皇
典

栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
告
諭
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
れ
たた

さ
設
さ

の

親
王王
の

仁

宮
幟幟
仁

川
栖栖
川

が
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
告
諭
に
よ
っ
て
創
設

を
お
祝
い
し
、
建
学
の
精
神
を
振
り
返
り
法
人
の
ささ
の
さ

人人

精
の
精

学
の

建
学
建

し
い
し

祝
お
祝

を
お

日
を
お
祝
い
し
、
建
学
の
精
神
を
振
り
返
り
法
人

な
る
発
展
を
お
祈
り
す
る
。

す
る

り
す

お
祈

を
お

発
展

る
発

ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
す
る
。

係
物
故
者
慰
霊
祭
霊
祭
霊

故
者

物
故

係
関
係

 

皇
典
講
究
所
初
代
総
裁
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
はは
を
は

有
・
有

裁
総
裁

代
総

初
所
初

究
所

講
典
講

皇
典
皇
典
講
究
所
初
代
総
裁
・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を

め
、
創
立
以
来
の
関
係
者
を
慰

係
者

関
係

来
の

以
来

創
立
創

じじ

慰
霊
す
る
祭
典
。

12月下旬月下12月下旬

大
祓
（
年
越
の
祓
）
祓
）
祓

越
年
越

（
年

祓
（

大
祓
大

  

自
ら
の
心
身
の

心
身

自
ら

穢けが
れ
、
災
厄
の
原
因
と
な
る
諸
々
のの

災
厄

れ

原
因
と
な
る
諸
々
の

や
過
ち
を
祓
い
清
め
る
行
事
で
、
で
、

事
で

る
め
る

い
祓
い

ち
過
ち

罪罪

、
毎
年
６
月
と
12
月月

の
晦
日
に
行
わ
れ
る
恒
例
式
。
式
。

例
式

る
恒恒
例

れ
る

行
わわ
れ

に
行

晦
日日
に

のの

１月１日１月 日月１日

歳
旦
祭
旦
祭祭

歳
旦
歳

 

新
し
い
年
の
訪
れ
を
お
祝
い
し
、
皇
、
皇

し
、

い
し

祝
お
を
お

れ
訪
の
訪

年
い
し
い

新

皇
室
の
弥
栄
と
国

家
の
繁
栄
、
世
界
の
平
和
な
ら
び
に
学
に
学

び

な
らら
び

和

の
平平
和

界
世世
界

栄

の
繁繁
栄

家家

学
校
法
人
国
学
院

大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
、
一
、
一

念
祈
念

を
展
を

発
展

る
な
る

ら
な

さ
の
さ

学
の

大大

一
年
の
誓
い
を
新

に
す
る
。
る
。

す
る

たた

２月11日11２月 日

国
記

祭
念
祭

記
念

建
国
建

  

初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
が
日
本
日日
本

天
皇

神
る
神

皇
で

初
代

本
の
国
を
始
め
ら

た
日
を
お
祝
い
し
、

室
の

栄
とと

繁
栄
繁
の
繁繁

皇
室
皇

い
祝
い

を
日
を

れれ

と
国
家
の
隆
昌
を

祈
念
す
る
。。。

念
すす

祈祈

２月23日２ 23日２月2 日

天
長
祭
長
祭祭

天
長
天

天
皇
陛
下
の

誕
生

を
寿

、
陛陛

ぎ
、

寿
ぎ

日
生
日

お
の
お

陛
皇
陛

下
の
ご
長
寿
な

ら
び
に
国
民
の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。
る
。

す
る

祈
り
す

お
祈

安
をを
お

平
安

民
のの
平

国
民

び
にに
国

らら

３月下旬３月 旬旬月下旬

卒
業
奉
告
祭祭祭
告
祭祭

業
奉奉
告

卒
業
卒

法
人
各
設
置
校
で
学
び
を
終
え
て
卒
業業
卒
業

て
卒

え
終
え

を
終

び
学
び

で
学

校
置
校

設
置

各
人
各
人
法
人

業
す
る
学
生
・

生
徒
・
園
児
を
奉
告
し
、
在
学
中
の
ご
神神

の
ごご
神

中

在
学学
中

在

告
しし
、

奉

児
をを
奉

園

徒徒
・・
園

生生

神
恩
に
感
謝
を

捧
げ
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
し
躍躍
活
躍

で
面
で

方
面

なな

ざ
ま

後
さ

今今

げ
、

捧捧捧

し
、
有
為
な
人

と
な
れ
る
よ
う
祈
念
す
る
。

す
る

念
す

う
祈

よ
う

れ
る

な
れ

材材

写真上

同下

心身清め祭儀に臨む
祭儀員、学生の姿は

国学院大学創立記念祭ルポ

◆
国
学
院
大
学
神
殿
と
は

麴

左
表

もてぎ・さだすみ
専門分野：神道学、神社祭祀、戦後神道史
埼玉県熊谷市の古宮神社の宮司も務める

詳報は本学ＨＰ「国学院大学メディア」に掲載

神
殿
奉
斎
員
と
し
て
16
年
間
、国
学
院

大
学
の
祭
祀
を
執
り
行
っ
て
き
ま
し

た
。大
学
に
お
け
る
祭
祀
の
意
義
は
何

で
し
ょ
う
か

祭
祀
で
は
学
生
た
ち
が
祭
員
や

舞
人
な
ど
で
奉
仕
し
て
い
ま
す

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
部
分
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

祭
儀
に
奉
仕
す
る
心
と
は
、

何
で
し
ょ
う
か

全
国
に
あ
る
神
社
の
祭
祀
、神
職
の

使
命
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か

毎
回
ど
ん
な
気
持
ち
で
祭
祀
に

臨
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 各業界で活躍する先輩や内定者（４年生）か
ら、会社の実態や就職活動に関するアドバイス
が聞ける企画です。人事担当者には聞きづらい
質問も、先輩であれば気軽に聞け、業界や企業
の実態についてリアルを知ることができます。
採用面接では、訪問したＯＢＯＧの人数や印象
を聞かれることもあります。先輩からアドバイ
スをもらいましょう！　オンライン開催。
日 ・時12月18日㈯10時～11時30分、12時30分～
14時、15時～16時30分の３部制　※各部40分
２ターン（10分休憩）
対１～３年生・修士１年生

ＯＢＯＧ・内定者アドバイス会

内 グループディスカッションにおけるポイントと
対策について学んだ上で、他大学の学生と、本
番さながらのグループディスカッションを行う
企画です。一人では練習や対策が難しいグルー
プディスカッションの経験を積む貴重な機会で
す。オンライン開催。
日 ・時12月15日㈬・来年１月12日㈬14時30分～
16時10分
対１～３年生・修士１年生

他大学合同グループディスカッション体験会

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

「
愛
す
る
自
分
」探
し
の
方
法

〜
親
は「
信
号
機
」に
〜

　

『（
他
が
）
つ
く
る
』
個

性
か
ら
、『（
自
ら
）
な
る
』

個
性
へ
は
、
前
回
の
テ
ー
マ

で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
欧

米
社
会
は
「
つ
く
る
」
文
化

で
す
が
、
日
本
は
古
来
よ
り

「
な
る
」
文
化
で
す
。

　

そ
こ
で
、
神
道
精
神
を
掲

げ
る
本
学
で
は
、「
漂
え
る

も
の
を
一
つ
に
固
め
な
す
」

と
い
う
「
修
理
固
成
」
が
教

育
上
の
根
本
精
神
で
す
。
人

間
開
発
学
部
も
、
こ
の
教
育

理
念
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
新
設
さ
れ
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
学
部
も
、
地
域

自
ら
が
「
な
る
」
創
生
を
追

究
す
る
独
自
の
学
部
で
す
。

　

し
か
し
、「
な
る
」
に
す

る
に
は
、「
つ
く
る
」
以
上

に
、
多
く
の
手
間
と
工
夫

が
必
要
で
す
。
他
方
、「
な

る
」
本
人
自
身
に
は
、
な
ろ

う
と
す
る
意
欲
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

が
願
う
の
が
、
彼
ら
自
身
の

「
あ
る
べ
き
姿
」
像
の
追

求
、
す
な
わ
ち
「
愛
す
る
自

分
」
探
し
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
「
愛

す
る
自
分
」
探
し
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
三
つ
に
集
約
で

き
る
で
し
ょ
う
。

A
「
自
分
へ
の
拍
手
を
」

　

そ
の
方
法
は
、
以
下
の
３

点
で
す
。

①
「
で
き
た
」（
成
果
）
で

は
な
く
、「
伸
び
」（
過
程
）

で
拍
手
を
―
受
験
と
い
う
欧

米
風
の
個
人
的
競
争
主
義
の

中
で
は
成
果
が
す
べ
て
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
未

来
志
向
に
あ
る
今
は
、
結
果

よ
り
も
伸
び
で
測
る
方
法
も

持
つ
べ
き
で
し
ょ
う
。

②
「
初
め
て
（
で
き
た
）
拍

手
」
を
―
自
分
の
良
さ
や
長

所
を
容
易
に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
良
い
。
だ

が
、
多
く
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
で
も
、「
初
め
て
で
き

た
」
探
し
で
あ
れ
ば
、
拍
手

も
容
易
で
し
ょ
う
。

③
マ
イ
ナ
ス
も
プ
ラ
ス
に
変

え
て
み
る
「
カ
タ
ツ
ム
リ
拍

手
」
を
―
こ
れ
は
、
前
回
も

述
べ
ま
し
た
。
嫌
わ
れ
る
ナ

メ
ク
ジ
も
、
美
し
い
殻
を
つ

け
て
や
れ
ば
（
見
方
を
変
え

れ
ば
）、
童
謡
に
も
歌
わ
れ

る
カ
タ
ツ
ム
リ
で
す
。

B
「
孤
高
を
恐
れ
な
い
」

　

「
愛
す
る
自
分
」
を
追
求

し
て
い
く
中
で
、
他
者
か
ら

の
孤
立
を
恐
れ
る
こ
と
も
起

こ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
現
代

は
、「
レ
ー
ダ
ー
型
」
人
間

の
時
代
で
す
。
つ
ま
り
、
他

か
ら
孤
立
し
な
い
か
、
常
に

レ
ー
ダ
ー
を
張
っ
て
行
動
す

る
時
代
で
す
。
従
っ
て
、

「（
自
ら
）
な
る
」
個
性
で

は
な
く
、「（
他
が
）
つ
く

る
」
個
性
に
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
思
い
切
っ
て
、
仲
間

や
親
御
さ
ん
、
そ
し
て
私
た

ち
教
師
に
吐
露
し
て
く
だ
さ

い
。
実
は
、
本
稿
も
、
学
生

さ
ん
か
ら
の
相
談
へ
の
回
答

で
も
あ
る
の
で
す
。

C　

親
は
「
信
号
機
」
に

　

し
か
し
、「
愛
す
る
自
分
」

探
し
に
疲
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
こ

そ
、
親
の
出
番
で
す
。「
雨

ニ
モ
負
ケ
テ
、
風
ニ
モ
負
ケ

テ
」
良
い
の
で
す
。「
負
け

る
」
勇
気
も
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
親
御
さ
ん
に

は
、
人
生
の
岐
路
で
、「
止

め
ろ
と
赤
信
号
、
注
意
し
ろ

と
黄
信
号
、
大
丈
夫
と
青
信

号
」
を
出
し
て
欲
し
い
と
願

い
ま
す
。
人
生
と
は
、
あ
る

意
味
「
愛
す
る
自
分
」
探
し

の
旅
と
も
言
え
ま
す
。

第9回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

大学からのお知らせ
令和４年度 一般選抜入試のご案内 合合

内 来年度の一般選抜入試を下表の日程で実施します。
入試制度のＶ方式とＡ日程同時出願や、複数学科を
併願した場合、２回目以降の受験料を割引する応援
割も用意。詳細は入学試験要項で確認してくださ
い。
※ 受験ポータルサイト「U

ウ

C
カ

AR
ロ

O」上でのイ
ンターネット出願となります
問入学課（☎03・5466・0141）

卒業式、卒業証書・学位記並びに
修了証書授与式について
日令和４年３月20日㈰
［卒業式］
場グランドプリンスホテル新高輪
対・時
　　▶法学部・人間開発学部＝10時～
　　▶経済学部＝12時30分～
　　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・別科＝14時30分～
［卒業証書・学位記、修了証書などの授与］
対・時・場
　　▶法学部＝12時30分～、渋谷キャンパス
　　▶ 人間開発学部＝13時～、たまプラーザキャンパス
　　▶経済学部＝14時45分～、渋谷キャンパス
　　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・別科
　　　＝16時45分～、渋谷キャンパス
※ 新型コロナウイルス感染対策のため、参列は学生の
みとなります
問総務課（☎03・5466・0111）

感染が疑われたら保健室に連絡を
内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑いが
あると言われた方は、必ず保健室にメールか電話で

連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日・土曜９時～17時）
　☎03・5466・0148
▶たまプラーザＴＥＬ（平日・土曜９時～17時）
　☎045・904・7660

イベント
令和３年度国際研究フォーラム
「日本の宗教文化を撮る」

内 今は、誰もが写真や動画を撮る時代になり、スマー
トフォンを通話機能ではなくカメラの機能で選ぶ人
も多い。誰もがいつでも撮り、発信をする。ネット
上では、「映える」ものが人気を集める。このよう
な時代だからこそ、今回は「日本の宗教文化を撮
る」ことをテーマとし、その難しさ、面白さ、危う
さ、楽しさを議論します。
日・時12月11日㈯13時30分～17時30分
申申し込みは12月４日㈯まで
料無料
問研究開発推進機構事務課
　（☎03・5466・0104）

学生によるオンラインクリスマス企画
「親子で簡単クッキング」

内 親子で行う料理講座です。事前に準備していただく
材料をお知らせしますので、画面を見ながら一緒に
作ってみましょう！　お子さま中心で作れるよう
に、極力、火を使わずに作れるクリスマスにぴった
りのレシピを用意します。お子さんとお父さんで挑
戦し、お母さんへのクリスマスプレゼントにしてみ
てはいかがでしょうか。お料理だけでなく、食育の
お話もします。「食」について楽しく学びましょう！
日・時12月11日㈯10時～11時30分
対幼児～小学校低学年のお子さまとその保護者

令和４年度 一般選抜入試日程
入試制度 試験日 出願期間（消印有効） 合格発表

Ｖ方式（大学入学共通テスト利用入試） １月15日㈯～16日㈰
本学個別試験なし １月４日㈫～14日㈮

２月14日㈪
Ａ日程

（全学部統一）

３教科型 ２月２日㈬
１月４日㈫～21日㈮得意科目重視型 ２月３日㈭

学部学科特色型 ２月４日㈮
Ｂ日程 ３月２日㈬ １月４日㈫～２月22日㈫ ３月11日㈮

※試験科目などの詳細については入学試験要項（受験ガイド）で確認してください

料 無料（献立や必要な材料については11月中旬に公
開します）
申 申し込み期限は12月８日㈬23時55分（先着20組に
達し次第締切）
問地域ヘルスプロモーションセンター
　（☎045・910・3755）

経済学部生を体験する「E-Tour」の実施 合合

内 高校生（全学年）を対象に、経済学部生を体験する
「E-Tour」を実施します。在学生から、「大学での
学び方」、「就職活動の経験」などリアルな話も聞け
ます。オープンキャンパスでは伝えきれない、経済
学部の魅力を体験してください。
日・時12月18日㈯15時～18時
対高校１～３年生
料無料
申申し込み期限は12月15日㈬12時まで
問経済学部資料室（☎03・5466・0342）
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　国学院大学準硬式野球部が、８月から９月

にかけ行われた文部科学大臣杯第73回全日

本大学準硬式野球選手権大会でベスト４とな

る活躍を見せた。昭和23（1948）年創部の

同部は昨年、56年ぶりに同大会の出場を決

めたが、新型コロナウイルスの感染拡大で中

止となり１年越しでその悔しさを晴らした。

　副主将兼主務を務めた渡邊大祐選手（経営

３）は「一つ一つの試合、プレーに全力で取

り組んだ結果、自分たちの野球ができ100％

を超える力を出せた」と話す。同部は３年生

で引退し就職活動や学業に専念する。選手と

しての最終学年を振り返り「新チームをスタ

ートする時に３年生で話し合い『全国を目指

せるチームに』を目標に掲げた。主将を日高

陽彩選手（法３）が引き受けてくれ、切磋琢

磨も求めつつ明るくチームを引っ張ってくれ

た。もう一人の副主将・山田和輝選手（法

３）と３人で、一年間部員とのコミュニケー

ションを心がけて活動に取り組んだ。２年連

続で副主将を任され、昨年のチームの良い点

を継承することが自分の役割で十分に果たせ

たと思う」と語った。

　同部ＯＢで本学職員の佐野真之監督は「他

大と違い、スポーツ推薦がないチーム。いろ

いろな目標、目的を持って部員が集まる中で

日高、渡 ら幹部がしっかりまとめ役を果た

してくれた」と讃える。

　渡邊選手はコロナ禍での活動も振り返り

「大学が定める制限ルール内で活動するため

に、佐野監督には多くの時間を割いてもらっ

た。もともと自主練習の積み重ねが大事なチ

ームだが、コロナ禍で野球や練習への気持ち

が強くなった」と振り返る。「全国大会への

遠征は多くのＯＢ・ＯＧからの支援がなけれ

ば費用を捻出できなかった。先輩たちのお陰

で大舞台に挑戦できた」と感謝の思いは忘れ

ない。

　チームを受け継ぐ後輩たちには「最後に良

いチームで野球ができたと思えるようにがん

ばってほしい」とエールを送った。

全国ベスト４
3年生幹部がチームを一丸に

　明治神宮（東京都渋谷区）の秋の大祭を奉祝し

て行われた第145回明治神宮献詠短歌大会の選歌

結果が10月に発表され、献詠総数2099首の中か

ら上位10人へ贈られる特選に仙波綾奈さん（神

文２）＝写真＝が選ばれた。このほか佳作には、
本学学生９人が選ばれた。

　特選、佳作に選ばれた学生は、いずれも８月に

明治神宮で行われた神職養成課程の指定実習Ⅰを

受講し、献詠歌を奉納していた。

　短歌大会は10月24日に開催が予定されていた

が、新型コロナウイルスの感染収束の見通しが立

たないとして自粛され、宮中の歌会始と同様の作

法で仙波さんの作品を含む入賞歌上位４首を明治

神宮の神前で奏上する献詠披講式が行われた。

　特選に選ばれた仙波さんは

「献詠歌は、大好きなものをあ

きらめても心に残って気になる

様子をラムネ瓶のビー玉に例えて詠んだ。短歌を

詠んだことがなかったが、ご神前で披講される特

選上位４首に選ばれ、すごいことだったと実感し

た」と喜びを語った。

仙波さん（神文２）明治神宮献詠短歌大会で特選

準硬式野球部

渋谷区長迎え２年ぶりに政策提言コンペ
　

本
学
学
生
が
渋
谷
区
の
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
渋
谷
区
長
に
さ
ま
ざ
ま

な
提
言
を
す
る
政
策
提
言
コ
ン
ペ
が

10
月
27
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
５
回
目
を
迎
え
た
今
年

は
、「
現
代
の
課
題
と
さ
れ
る
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
決
に
向
け
て
」

と
「
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た

『
渋
谷
』
の
文
化
・
エ
ン
タ
テ
イ
メ

ン
ト
活
性
化
に
よ
る
復
活
シ
ナ
リ

オ
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
全

学
生
を
対
象
に
提
案
を
募
っ
た
。

　

10
組
の
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
長
谷
部
健
・
渋
谷
区

長
、
針
本
正
行
学
長
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
㈱
の
星
野
茂
男
・
広
域
法
人
本

部
法
人
統
括
部
長
の
３
人
が
審
査
に

当
た
っ
た
。
審
査
の
結
果
、
区
長
賞

に
は
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
の
解
消
の
た
め
の
操

作
代
行
機
関
「
デ
ジ
タ
ル
署
」
の
設

置
を
提
案
し
た
麻
生
大
誠
さ
ん
（
法

２
）、
堀
浩
輔
さ
ん
（
同
）
が
選
ば

れ
た
。
こ
の
ほ
か
学
長
賞
、
サ
ッ
ポ

ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
賞
に
は
、
い

ず
れ
も
行
政
と
学
生
が
連
携
し
た
高

齢
者
の
情
報
格
差
解
消
の
提
案
を
行

っ
た
２
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
た
。

　

長
谷
部
区
長
は
「（
区
長
賞
の
デ

ジ
タ
ル
署
の
設
立
は
）
学
生
ら
し
く

面
白
い
発
想
だ
っ
た
。（
い
ず
れ
の

提
案
も
）
渋
谷
区
の
課
題
を
真
剣
に

考
え
て
も
ら
っ
た
。
渋
谷
区
で
学
ん

で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
、
さ

ら
に
区
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た

ら
あ
り
が
た
い
」と
講
評
を
述
べ
た
。

　

コ
ン
ペ
終
了
後
、
区
長
賞
に
選
ば

れ
た
堀
さ
ん
は
「
難
し
い
課
題
だ
っ

た
が
具
体
性
に
重
点
を
置
い
た
」、

麻
生
さ
ん
は
「
努
力
が
報
わ
れ
て
う

れ
し
い
。
区
長
か
ら
自
分
た
ち
と
違

っ
た
視
点
で
指
摘
が
も
ら
え
て
視
野

が
広
が
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

左から堀さん、長谷部渋谷区長、麻生さん
長谷部区長（右手前）、針本学長（左手奥）らを前に学生たちは
熱のこもったプレゼンを行った

試合に臨む部員たち（準硬式野球部提供）
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　全日本学生柔道体重別選手権大会の予選を兼ねた東京学生

柔道体重別選手権大会が10月17、23～24日、講道館（東

京都文京区）で行われた。国学院大学柔道部からは男子全階

級に16人が出場した。

　男子90kg級では、押領司龍星選手（経営３）＝写真＝が
準々決勝までの４試合のうち３試合で一本勝ちを収める快進

撃でベスト４入りを決めた。準決勝では延長の末、瀧澤秀斗

選手（東海大学）に敗れたが、３位入賞を果たした。

　この他、男子66kg級の羽田野啓太選手（健体１）、同

100kg級の山本瑛介選手（健体４）がベスト８に入った。

ベスト16入りを果たした４人を加え、７選手が11月に行わ

れる全日本学生柔道体重別選手権大会の出場権を獲得した。

東京学生柔道体重別 押領司選手が３位

全国６位

　　  全日本学生柔道
３年連続ベスト16
柔道部

卓球部女子

　来年、創部75周年の節目を迎える国学院大学

卓球部。この２年間はコロナ禍で活動を制約され

ながらも、女子は今年の全日本大学総合卓球選手

権大会（インカレ）団体の部で６位入賞を果たし

た。卓球は今、五輪で３大会連続のメダル獲得、

Tリーグの発足などにより熱気に満ち溢
あふ

れてい

る。１年生のときからレギュラーとして活躍し、

全国上位の実力をもつ前主将の小島叶愛選手（初

教４）、阿部里歩選手（神文４）、選手兼主務とし

てチームを支えた小林美結選手（経ネ４）の４年

生３人は、卓球を通じて、大学４年間で何を摑み

取り、どう成長に繫げたのだろうか。

◆ 技術力、自立心、
　 責任感に表れた成長の証

　主将、主力選手としてチームを牽引した小島選

手は「高校まではがむしゃらに攻めることだけを

意識し試合をしていたが、攻守をバランスの取れ

た形に変えることができた」と語る。相手に打た

せて精神的に追い込み、ミスを誘うなど戦術に広

がりが生まれるようになったと説明する。「自ら

考えて実践するという習慣も身に付けることがで

きた。主将になってからは常にチーム全体のこと

を考えるようになり、チームの勝利に貢献すると

いう強い思いを持ってプレーするように心がけ

た」と精神面での成長も。

　阿部選手も「町田幸希コーチの指導で、サーブ

に自信が持てるようになった」と明言する。サー

ブが上達すると３球目を有利に打ち込め、勝てる

可能性が高まるとされる。「試合に自信を持って

臨むためのメンタルコントロールも体得した」と

も。「今年のインカレ予選リーグでは緊張で不調

をををををををを

れれれれれれれれれれれれれれれ
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インタビューの詳報は
「国学院大学メディア」で公開

に見舞われた時もあったが、小島、小林の同期選

手の励ましで気持ちを切り替えられ、チームに貢

献することができた」と話す。

　選手活動の傍ら主務としてチームのサポート役

も担った小林選手は、「大学生になってからは、

自主的に変えていく必要性を痛切に感じるように

なり、それを実行したことが以前と変わった点だ

ろう」と自身を捉える。また、「選手と主務の両

立ができたのは、周囲の協力があってこそ。仲間

の大切さに改めて気付いた」と力を込める。

◆ ２選手は実業団に、「経験を生かす」

　小島選手と阿部選手は来春以降、実業団リーグ

に舞台を移し、卓球を続ける。小島選手が十六銀

行、阿部選手が豊田自動織機への入社が内定し、

両選手とも「大学の名に恥じぬように懸命に頑張

る」と決意を新たにする。

　子どものころから続ける卓球に、それぞれが心

に刻んだ思いも強い。「卓球で悩んでいるとき先

輩や同期らに支えてもらった。仲間と支え合う

気持ちを忘れずに努力したい」（小島）、「新型コ

ロナという試練を皆で乗り切った経験を今後に生

かしたい」（阿部）、「卓球という競技の面白さ、

奥深さをぜひ多くの人に知ってもらいたい」（小

林）と強調する。

　令和３年度全日本大学総合卓球選手権大会・

個人の部が10月28日から31日まで所沢市民体

育館（埼玉県所沢市）で行われ、国学院大学卓

球部では女子シングルスで阿部選手が５位、同

全国大会で好成績続々

多くのダブルスの大会で好成績を収めてきた
小島・阿部ペア

ダブルスで高橋沙希選手（法３）・小畑美菜選

手（初教３）ペアが５位、阿部選手・小島選手

ペアが６位入賞を果たした。

　阿部選手は、２回戦から５回戦まで勝ち進

み、迎えた準々決勝。ノーシードの筑波大学の

選手に一時はマッチポイントを握ったが逆転さ

れ、初のベスト４入りはかなわなかった。

　高橋・小畑ペアはノーシードから勝ち進むと

４回戦で愛知工業大学のペアを３－２と接戦の

末退け、初のベスト８入りを決めた。

　２年前の同大会８位入賞の実力者、阿部・小

島ペアは４回戦で関東学生１部リーグの中央大

ペアを破るなど地力を見せ、２年前を上回る６

位入賞となった。

　団体戦の大学日本一をかけて争われた全日本学生柔道優勝大会が

11月13日～14日、千葉ポートアリーナ（千葉県千葉市）で行われ

た。試合は団体戦（体重無差別７人制）で行われ、全国から地区予選

を突破した全61大学が参加した。

　国学院大学柔道部は１回戦の東海大学札幌に７－０、２回戦の専修

大学にも山本瑛介選手（健体４）＝写真右＝らが勝利し４－１と快
勝。順調に駒を進め、ベスト16進出を決めた。平成29年以来のベス

ト８進出をかけた明治大学との３回戦では、４試合で引き分けとなる

接戦を繰り広げ、大将の藤井隆也選手（日文３）が技ありで勝利した

ものの、惜しくも１－２で敗れ、中止となった昨年を除き３年連続で

全国ベスト16となった。優勝は東海大学で同大会25回目。
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若木祭 対面とオンラインで活動披露
　国学院大学の学園祭である第139回若木
祭が11月１日～３日に渋谷キャンパスで
対面とYouTubeでのオンライン配信を併
用したハイブリッド方式で開催された。昨
年は新型コロナウイルスの感染拡大でオン
ライン開催となり、対面で企画が行われた
のは２年ぶり。期間中は各会場への入場者
上限を設けるなど感染予防策を講じ、参加
団体はブースやステージを通じて活動の成

果を披露した。
　ステージでは全学応援団＝写真左＝によ
るリーダー公開や音楽研究会＝同右＝によ
る生演奏などが披露されたほか、YouTube
ではマンドリンクラブによる演奏や奇術研
究会エゼクトーレによるカードマジック、
フラメンコサークルRojos Pimientosによ
る舞踏披露などをライブ配信。事前に収録
した動画による部会紹介も行われた。

　春リーグに続く優勝を目指した国学院大学硬式野

球部は、最終戦までもつれた優勝争いを通算７勝３

敗（勝率７割）で制覇。本学史上初となる春秋連覇

を果たした。

　10月22日の亜細亜大学との１回戦では、一回

表、２死二塁から福永奨主将（健体４）が右翼に適

時打を放ち先制すると、二回表にも２点を追加しリ

ードを広げた。直後に１点失うも六回表に１点を加

え４－１で勝利を収めた。

　同大との２回戦（25日）では、先制を許した直

後の二回裏、福永主将のソロ本塁打で同点とする。

六回表に再び２点のリードを許したが、すぐさま反

撃を開始。福永主将の適時二塁打などで一挙５点を

挙げて逆転勝ちし優勝に大きく近づいた（６ ３）。

　ライバル校が敗れ優勝に王手をかけて臨んだ中央

大学との１回戦（28日）は０－１で敗れ、優勝争

いは最終戦となる２回戦にもつれこんだ。

　翌29日の２回戦では、一回裏に２死一・二塁か

ら瀬戸成一郎選手（日文４）が適時二塁打を放ち２

点を先制し、二回裏にも２点を加えた。先発の坂口

翔颯投手（経営１）は六回途中まで投げ５安打１失

点に抑えた。七回裏には押し出し四球で１点を追

加。

　粘る中央大学も九回表、１点を返して追い上げた

が３番手・池内瞭馬投手（経ネ４）が最後の打者を

三振に仕留め、リーグ優勝を決めた（５－２）。連

覇達成の瞬間、ナインが集まりマウンドに歓喜の輪

ができると、スタンドからは大きな拍手が送られ

た。

　シーズンを通して攻守に活躍した福永主将には

最高殊勲選手、１年生ながら先発で５勝（勝率10

割）を挙げた坂口投手が最優秀投手を獲得したほ

か、一塁手の吉川育真選手（経２）がベストナイン

に選出された。本学硬式野球部は11月20日から神

宮球場で行われる明治神宮野球大会に東都リーグ代

表として出場し、念願の全国優勝を目指す。

本学史上初の快挙
東都大学野球連覇硬式野球部
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最終成績
順位 チーム 勝 負 勝率
1 国学院大 7 3 0.700
2 青 学 大 6 4 0.600
2 駒 沢 大 6 4 0.600
4 亜 大 5 5 0.500
5 中 央 大 3 7 0.300
5 日 本 大 3 7 0.300

　試合に出られなかった部員も

含め、最上級生が役割を果たし

てくれた。新戦力も活躍し、チ

ーム力で摑んだ連覇だ。

　６月の全日本大学野球選手権

での悔しさが連覇に繫がった。

明治神宮野球大会では東都代表

として結果を出したい。

鳥山泰孝監督コメント 福永奨主将コメント
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　秩父宮賜杯第53回全日本大学駅伝対校
選手権大会が11月７日、愛知・熱田神宮
から三重・伊勢神宮内宮を繫ぐ全８区間
106.8kmで行われ、オープン参加２チーム
を含む全27チームが出場した。国学院大学
陸上競技部は５時間14分53秒で過去最高と
なる総合４位でゴールし、２年ぶりにシード
権を獲得。１月に行われる箱根駅伝に向けて
弾みをつけた。
　学生３大駅伝の初戦となる10月の出雲駅
伝で４位となっていた本学は、同駅伝と同じ
く１区を任された島﨑慎愛選手（経営４）が
好走。残り１kmから駒沢大学、中央大学と
激しい先頭争いを繰り広げ、惜しくも区間賞
はならなかったものの１秒差の区間３位・区
間新で襷リレーし、チームに勢いをつけた。
　２区・木付琳選手（経４）は後続から追い
ついた大学とともに先頭集団で走り、後半
も耐え抜いて先頭から15秒差の５位で中継
所に飛び込む。３区・中西大翔選手（健体
３）、４区・藤木宏太選手（神文４）は序盤
の主要区間で順位が激しく変動する中、７位
とシード権内を維持しレースは後半戦に突入
した。
　５区の沼井優斗選手（健体１）は大学駅伝
デビュー戦で、後半苦しんだものの10位で
６区・坂本健悟選手（経３）に繫ぐ。坂本選
手が順位を２つ上げ８位とすると、７区の平
林清澄選手（経営１）が区間３位と出雲駅伝

に続く快走を見せ、７位まで順位を上げた。
　最終８区は最長の19.7km。アンカーを任
された伊地知賢造選手（健体２）が、序盤か
ら快調に走り先行する大学を次々と捉え、３
人抜き。区間２位の選手を21秒も上回る激
走で区間賞を獲得。過去最高となる総合４位
でゴールテープを切った。
　前田監督は「調子の良かった７区、８区で
勝負ができればと考えていた。選手たちはよ
くがんばったが、箱根駅伝に向けまだまだや
れる。表彰台を目指していきたい」と語っ
た。
　区間賞を獲得した伊地知選手は「力を振り
絞って順位を上げていくことができ、手応え
を感じるレースだった」と語った。
　学生３大駅伝の最終戦である箱根駅伝は、
令和４年１月２日、３日に東京・大手町の読
売新聞社前から箱根・芦ノ湖までを往復する
全10区間217.1kmで争われる。

陸上競技部

全日本大学駅伝 過去最高４位
島﨑選手が区間新・伊地知選手が区間賞

　柔道の国際大会であるグランドスラムのバク
ー大会（アゼルバイジャン）が11月５日～７
日に行われ、国学院大学柔道部の相田勇司選手
（法４）が男子66kg級に日本代表として出場
した。　
　相田選手は１回戦、２回戦を突破し、準々決
勝で敗れるも敗者復活戦から勝ち上がり３位決
定戦に進出。惜しくも敗れ５位となった。相田
選手は令和２年の講道館杯で２位、元年のグラ

ンドスラム大阪で３位、オース
トリアジュニア国際で優勝する
など国内のみならず国際大会で
も活躍している。
　グランドスラムは国際柔道連
盟が主催するワールドツアーの一つ。各階級に
各国２名の代表が出場でき、オリンピックや世
界選手権と並ぶ重要な大会に位置づけられてい
る。

柔道部

相田選手 グランドスラムバクーで５位

出場選手成績
区間 氏名 学年 タイム 区間順位

1 島﨑　慎愛 経営４ 27分 ６秒  ３位
（区間新）

2 木付　　琳 経　４ 32分 ４秒  ６位
3 中西　大翔 健体３ 34分41秒 11位
4 藤木　宏太 神文４ 34分27秒  ７位
5 沼井　優斗 健体１ 37分24秒 11位
6 坂本　健悟 経　３ 38分16秒  ７位
7 平林　清澄 経営１ 52分22秒  ３位
8 伊地知賢造 健体２ 58分33秒  １位

区間順位はオープン参加の２チームを含む

総合順位
順位 大学名 総合成績
1 駒 沢 大 学 5：12：58
2 青山学院大学 5：13：06
3 順天堂大学 5：14：20
4 国学院大学 5：14：53
5 東京国際大学 5：15：13
6 早稲田大学 5：16：29
7 明 治 大 学 5：16：46
8 中 央 大 学 5：17：06

以上、上位８校がシード権獲得

３人抜きで区間賞を獲得した伊地知選手
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Ⅲ面に柔道部関連記事


